
8

20 21

てし定安を料食 収
し ゅ う

穫
か く

するために 
どんな努力が必要なの？

　食料を安定して収穫するには、農家の人が安心して農業を続けられるようにすることが大切で
す。そのためには、農業に必要な水を安定して確保したり、今ある田んぼや畑を使いやすく変えて
いったりすることが必要です。

 ①農業に必要な水を確保する 
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田んぼの水は
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どこへ行くのだろう？

　農業に使われる水を農業用水と言います。特に田んぼではたくさんの農業用水が必要です。

農業用水は川やため池から田んぼに運ばれ、利用されています。

の う ぎ ょ う よ う す い

か く ほ

の う ぎ ょ う よ う す い

の う ぎ ょ う よ う す い

コラム2コラム2

米粉パン

米粉スイーツ

米粉パン

米粉スイーツ

新潟県産農林水産物のブランド化

●米の加工品の出荷額
（2023年、令和５年）

金額 全国の出荷額に
しめるわりあい

全国での
順位

米菓
1,797
億円

51％ １位

切りもち
284
億円

65％ １位

日本酒
444
億円

11％ ３位

　さらに、米を粉にした「米粉」をつくる新しい技術を新潟県が開発したことで、最近は米粉を小麦
粉の代わりに使った色々な食品が増えています。

Ⓒやなせたかし

米粉PRキャラクター
コメパンマン

新潟県では、にいがた発
「R10プロジェクト」を進めています。

輸入小麦粉消費量の10％以上を国産米粉に置きかえる国民的プロジェクト

コラム1コラム1

米のいろいろな利用方法
　米は、ごはんで食べる以外にも、いろいろな食品に加工され、私たちの食生活を豊かにしています。
　米がたくさんとれる新潟県には、おせんべいやあられなどの米菓や、切りもち、日本酒などを作る会社
もたくさんあります。とくに、米菓や切りもちは全国の5割以上を新潟県で作っています。

　新潟県は、農林水産業の発展、地域経済の活性化、誇りと愛着を持つことができる地域社会の
実現のために、県産農林水産物のブランド化に取り組んでいます。ブランド化を進めるためのリーダー
役として選んだ県推進ブランド品目の８品目を中心に、県内外へ積極的にPRしています。
　県産農林水産物をPRするための方法の一つとして、県産農林水産物の品質の高さや生産者の
こだわりなどを表現したブランドキャッチコピーとロゴマークをつくり、関係者みんなで利用しています。

　最近では米粉や、米粉を
使ったパン、ケーキなどを売っ
ているお店も増えています。
　買い物に行ったら探してみ
ましょう。

米粉を使った
おいしいパンや、
お料理を
食べてね。

（おせんべい、あられなど）

経済産業省「経済構造実態調査」

か く ほ

▲ブランドキャッチコピー
　とロゴマーク

▲うまいに、まっすぐ。
新潟県

（公式サイト）

▲県推進ブランド品目（左上から）：新潟米、新潟産えだまめ、ル レクチエ、越後姫、
　　　　　　　　　　　　　　　　　にいがた和牛、のどぐろ、南蛮エビ、錦鯉

は っ

す い し ん

て ん ち い き け い ざ い ほ こ
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●地域を水害から守る

●田んぼが持っているいろいろな機能

農林水産省　食料・農業・農村基本計画ガイド

　新潟市の亀田郷地域は、信濃川と阿賀野川、小阿賀野川に囲まれており、地域の３分の２の土地
が日本海よりも低く、昔は水はけが悪く沼地のような状態でした。しかし、親松排水機場などの排水施設
が造られ、低いところに集まった水を川へくみ上げています。そのおかげで田んぼが乾き、今では大型
の農業機械が使えるようになりました。農業のために造られた排水機場は、大雨の時には雨水も排水して、
田んぼだけではなく周辺の住宅地も洪水の被害から守っています。 

　田んぼでは、農家のみなさんが農業に取り組み、おいしいお米などを生産していますが、それ
以外にも洪水を防いだり生き物たちのすみかになるなど、いろいろなはたらきを持っています。 
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大雨の時、棚田は水をゆ
っくり流し、土砂崩壊や
災害を防ぐ

土砂崩れを防ぐ

雨や農業用水は地下に
浸透し、きれいな水にな
る

地下水をつくる

田んぼの水は雨や風から
土を守り、土が流れ出す
のを防ぐ

土を守る

伝 統 的 な農 村 の 風 景
は、癒しや安らぎをもた
らす

安らぎをもたらす

田んぼにはダムのように雨
水を貯める働きがあり、洪
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水田地帯の空気は涼し
く、夏には市街地の気
温上昇を抑える

暑さをやわらげる
田んぼや用水路ではさまざま
な生きものをはぐくむ

生きものの
すみかになる
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亀田郷の断面図
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 ②農家の人が働きやすく、いろいろな作物が良く育つ農地にする 

●田んぼを大きく整える（ほ場整備）

▲《整備前》小さく形がさまざまな田んぼ

▲稲刈り

▲地域の住民で生きもの調査を行っている様子

▲えだまめの栽培

水はけが良くなった田んぼでは…田んぼが大きくなると…

▲田植え

▲《整備後》大きく形の整った田んぼ

ほ場整備

　農作業がしやすいように、小さな田んぼを大きくするとともに、農道、用水路、排水路を田んぼ
の形に合わせて造り直します。
　また、田んぼの水はけを良くすることで、田んぼでお米以外にえだまめなどの野菜も作られる
ようになります。
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 ③農業用施設を管理する
　新潟県内には農業のための施設がたくさんあり、
主な施設だけでも約1,700箇所あります。なかでも
用水路や排水路は県内各地に網の目のように張
り巡らされていて、主な水路の長さを合計すると北
海道から沖縄までより長い約3,700kmにもなりま
す。これらの施設は長く使えるように、土地改良区
や農家の人たちなどで大切に管理されています。

よ う す い ろ は い す い ろ あ み
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か し ょ

大型の農業機械が利用できるように
なり、農作業が楽になります

水が苦手な野菜なども良く育つ
ようになります

メモ：土地改良区ってなあに？
　農業用施設の維持管理などのために農家が集ま
って作られた組織のことです。
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そ し き
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生きものがすみやすい
水路をつくり、環境にも

気を配っています。

▲タマネギの栽培
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